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· 出席者は記録者が印を付ける。
＜研修案内＞
＜医療機器研修＞

日　時　：令和3年7月13日（火）・14日（水）

時　間　：17:15～18：15

場　所　：病院2階　会議室

テーマ　：「12誘導心電図の使用方法」

講　師　：診療放射線技師　淵澤　みどり

対　象　：病院看護スタッフ
＜院内研修＞
　日　時：7月20日（火）、21日（水）17:30～18:30

　場　所：メンタル3階会議室

 　テーマ：｢基本的な接遇｣

　講　師：接遇向上委員会　副委員長　藤田　智樹
・今年度の看護グループ研修は、9月まで、対象者にメールで研修資料とミニテストが送信され、テストに答えて返信することで参加となる。研修内容一覧は相談室に掲示。

・救急対応の研修はDVDを利用し部署毎に行う予定であり、カンファレンス勉強会に取り入れていく。
＜全体連絡＞
・疾患別診療計画書の締切　7/12（月）アップデートまでする事。

・利用者様のコロナワクチン接種者リストを作成したので、各利用者様から接種についての情報収集・意向確認を行っていく。
・7月28日(水)避難訓練実施予定。
・オリンピックの開催に向けて、引き続き感染予防に気をつけていく。

・利用者満足度調査の内容を修正する。23日（金）期限厳守の事。
・昼食代金管理について書式を変更し、金額明細書を発行することになる。

＜利用者様情報＞

デイケア
・駒木　洋士様～先日のデイケアでも話していたが、先週自宅にて足元がふらつき転倒しテーブル角に左側腹部をぶつけたとの事。痛みは軽度である為整形外科受診せず、様子を見ると話していたが、早めの整形外科受診を促していた。訪問看護師より情報提供あり、疼痛が続いている為7/5に整形外科受診し肋骨にヒビが入っていたとの事で貼付剤と疼痛時内服薬処方となっている。訪問時は疼痛自制内であったとの事。本日、普段利用している送迎は利用せず、連絡無しにバスで来所している。骨折部位は「息を吸うのも大変です。」と返答あり、無理せずに送迎を利用する様に伝えている。また、多量の発汗があり汗を拭き、水分補給をして少し休養するように促している。デイケア内ではうつむいて過ごしていることが多い。
・川口　八寿子様～21日(水)利用予定であり送迎について調整し本人様へ伝えていく。
ショートケア
特になし

デイナイトケア
・船場　幸子様～青風荘より情報提供あり。昨日20：10にベッドから降りた際に右足を挫いたと話しており、右足首に湿布貼布している。今朝足の痛みについて尋ねると、少し痛いと話しているが、歩行などに支障はない様だとのこと。来所後右足の痛みについては階段を昇り降りする時少し痛むと話している。痛みが強い時には無理せずエレベーターを利用するよう伝えている。

＜祝日等プログラム案＞
7/22（木）　　DC：調理･･･サラダうどん、フルーチェ
　　DNC：おやつ作り･･･簡単わらび餅　東京オリンピック観戦等
7/23（金）　　DC：調理は行わず
　　　　　　　DNC：東京オリンピック観戦等　おやつ：アイスクリーム
8/9（月）　納涼会：調理、スイカ割りなど
8/13（金）・16（月）：お盆
9/20（月）・23（木）：バーベキュー
※詳細については利用者様の意向も確認しながら決定していく予定。
＜事例検討＞

カンファレンスシート（古川　富蔵様）
実施日：2021年7月9日（金）13：30～14：00

担当：久保

検討内容目標、計画の再検討

	氏名
	古川　富蔵様
	性別
	男
	年齢
	68
	生年月日
	S27年10月16日生

	主病名
	統合失調症
	合併症
	高血圧

	治療方針（医師の指示）
	基本的生活習慣の習得、身体機能の維持・向上、対人関係の改善

作業能力の持続性・向上、病識を身に付ける

	本人希望
	今のままを続けたい

	家族希望
	本人への生活援助は困難で入所継続を希望。

	入院歴
	計2回（最終：H19年5月11日～H26年10月29日）

	通所歴
	H26年10月30日～現在　　（週5回/月～金曜日）

	その他サービス利用
	なし

	住居：
青風荘入所
	家族構成

長女：千葉在住　次女：五戸在住

家族は入院中より疎遠。

	利用制度
	精神障害者保健福祉手帳1級
	障害基礎
年金1級
	他（自立支援、介護保険、重度医療等）
重度心身障害者医療費助成制度　受給中(負担なし･現物給付)


【目標・治療計画（現在）】
	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状悪化せず、青風荘での生活を継続する。
	ストレスを感じた際や、体調不良時は早めにスタッフへ報告する。
	自分の思っている事を言葉で表現できるようになる。
	スタッフは不安や疲労感などの確認を行い、適切な助言をする。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度％）
	今後の対応

	自分の思っている事を言葉で表現できるようになる。
	●現在は、青風荘を退所したいような話は聞かれない。スタッフとの会話の中では、自宅で生活出来ないことは理解している様子。
●昨年3月下旬と5月下旬、7月上旬、8月いっぱいと、蜂窩織炎よる長期欠席がある。以前より再発が頻回となっている印象。以降は再発無く経過し、デイナイトケアの欠席はない。発熱や下肢の浮腫、疼痛が認められ、動作指導を行っている。通所再開後は、下肢の状態に合わせ、プログラムに参加出来ており、今後も再発するリスクは高いため、体調確認を都度行っていく必要がある。
●腰痛の訴えあり。日々の調子に合わせ運動療法は欠席したり、自身なりに対処をしている。
●Ptが気にかけていた利用者様が退所となっている。本人の気持ちに大きな変化がないか観察していく。
	●蜂窩織炎の再発が認められた際には、長期欠席とならないよう早めに休養を取ることが出来るよう対処する。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状悪化せず、青風荘での生活を継続する。
	ストレスを感じた際や、体調不良時は早めにスタッフへ報告する。
	自分の思っている事を言葉で表現できるようになる。
	スタッフは不安や疲労感などの確認を行い、適切な助言をする。


